
書

評

柳
瀬
良
幹
著

『
行
政
法
の
基
礎
理
論
』
村
口

回

上

治

穣

本
書
は
東
北
帝
国
大
皐
の
畏
友
柳
調
教
授
が
昭
和
八
年
以
来
設
表
さ
れ

た
行
政
法
の
論
文
を
蒐
録
さ
れ
た
も
の
で
、
第
一
巻
に
四
編
、
第
二
巻
に

八
編
を
枚
め
て
あ
る
。
何
れ
も
行
政
法
墜
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
る
第

作
で
あ
り
、
こ
れ
を
館
車
に
紺
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
為
る
け
れ
ど
も

以
下
に
掲
載
さ
れ
た
順
を
逐
っ
て
そ
の
要
旨
を
摘
記
す
る
。
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「
行
政
法
の
編
別
に
就
て
」
(
雪
劃
)

法
規
を
整
制
し
会
類
観
察
し
て
始
め
て
生
ず
る
も
の
で
ゐ
り
、
行
政
法
の

編
別
す
な
は
ち
寅
定
行
政
法
規
の
排
列
の
問
題
は
行
政
法
単
の
任
務
と
針

象
の
反
省
に
よ
っ
て
決
定
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
患
に
行
政
法

叙
述
の
形
式
の
問
題
に
過
ぎ
ず
と
す
る
態
度
に
反
山
刻
さ
れ
る
。
か
く
の
如

教
授
は
法
律
阜
の
知
識
が
賓
定

書

詳

く
行
政
法
墜
の
一
知
識
が
賞
定
行
政
法
茄
の
内
容
に
闘
す
る
も
の
で
、
そ
の

前
提
す
る
行
政
作
用
そ
の
も
の
を
直
接
の
封
象
と
せ
ざ
る
結
栄
、
行
政
作

用
の
質
質
又
は
目
的
に
よ
る
行
政
墜
的
践
釆
が
斥
け
ら
れ
、
作
用
の
法

律
的
性
質
を
標
準
と
す
る
マ
イ
ヤ
l
の
法
律
墜
的
方
法
が
一
一
陣
是
認
さ
れ

る
。
け
れ
ど
も
行
政
組
織
及
び
行
政
争
一
訟
の
法
釆
は
そ
の
性
質
上
こ
れ
に

包
含
さ
れ
ず
、
又
行
政
作
用
一
般
殊
に
行
政
行
自
論
は
叙
述
と
研
究
の
経

済
上
か
ら
調
立
の
法
系
た
ら
し
む
る
を
便
宜
と
し
、
結
局
先
つ
行
政
組
織

論
・
行
政
作
用
論
・
行
政
争
訟
論
に
大
別
し
、
所
謂
各
論
は
作
用
論
の
各

論
の
地
位
に
お
ぐ
の
が
誼
蛍
と
さ
れ
る
。

「
平
等
の
原
則
に
就
て
」
(
咽
恒
一
訂
)
こ
の
原
則
は
元
来
紳
の
前
に
於

け
る
平
等
を
世
俗
化
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
米
圏
諸
州
の
憲
法
及
び
そ
の

後
の
諸
国
の
憲
法
に
於
い
て
賓
定
法
化
さ
れ
て
そ
の
意
味
を
塑
じ
、
首
初

は
人
類
一
般
に
適
用
さ
れ
た
の
が
白
岡
民
に
限
ら
れ
、
叉
閤
家
権
力
の
一

切
の
醤
現
に
劃
す
る
保
障
か
ら
専
ら
執
行
擢
に
卦
す
る
保
障
に
限
ら
れ
る

に
主
っ
た
。
然
る
に
り
イ
マ

1
ル
憲
法
の
解
棋
に
つ
ぎ
政
情
の
動
揺
と
混

乱
か
ら
再
び
新
自
然
法
論
乃
至
法
理
組
主
義
が
現
は
れ
て
、
従
来
の
法
寅

詮
主
義
の
立
場
に
針
立
し
、
立
法
権
に
封
し
て
も
身
分
に
よ
る
差
別
或
は
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E
営
の
理
由
な
き
差
別
の
立
法
営
禁
止
す
る
程
賞
定
的
法
原
理
が
主
張
さ

れ
る
。
次
に
平
等
の
意
義
に
つ
き
、
教
授
は
紹
針
的
平
等
設
を
斥
け
て
相
均

的
平
等
読
を
採
ら
れ
る
。
前
者
は
一
切
の
人
を
一
切
の
拍
に
於
い
て
均
等

に
扱
ふ
も
の
で
、
人
が
天
性
均
等
に
非
ざ
る
以
上
法
の
使
命
を
没
却
す
る

も
の
で
あ
り
、
後
者
は
法
律
上
の
所
遇
と
事
質
上
の
事
情
の
闘
係
が
正
法

又
は
E
義
の
標
準
に
題
合
す
べ
き
う
も
の
と
す
る
も
の
で
、
上
越
の
一
如
き
超

賓
定
的
な
自
然
法
を
前
提
と
す
る
。
け
れ
ど
も
自
然
法
的
な
五
義
は
す
べ

て
の
閣
の
作
用
の
究
極
の
目
様
で
あ
り
、
そ
し
て
兵
世
的
場
合
に
於
け
る

E
義
の
内
容
の
認
定
権
ぷ
法
紋
序
の
段
階
に
於
け
る
上
位
の
立
法
者
に
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
平
等
の
原
則
が
立
法
に
野
し
て
も
つ
意
味
は
立

法
が
憲
法
に
従
ふ
べ
き
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
カ
ー
ル
・
シ
斗
ミ
ッ
ト
が
主
張

す
る
個
別
的
立
法
の
禁
止
は
平
等
の
原
則
よ
り
も
寧
ろ
樺
力
分
立
よ
り
理

由
づ
け
ら
れ
る
。
更
に
平
等
の
原
則
が
行
政
に
鈎
し
て
も
つ
意
味
は
、
第

一
に
命
令
が
底
分
に
先
行
す
べ
く
命
令
の
内
容
が
一
般
抽
象
的
た
る
べ
し

と
す
る
に
あ
る
が
、
何
別
的
廃
分
が
必
ず
し
も
嘗
然
に
不
平
等
で
は
な
い

か
ら
、
そ
の
限
度
で
は
法
治
主
義
を
以
て
も
説
明
さ
れ
る
。
第
二
に
行
政

機
闘
が
法
規
執
行
の
義
務
を
負
ひ
、
そ
の
結
果
一
般
的
義
務
そ
判
定
人
に

濁
し
て
定
除
し
或
は
特
定
人
に
特
別
の
様
利
を
設
定
し
義
務
な
認
す
る
か
}

得
ず
と
す
る
こ
と
も
亦
、
法
律
の
優
位
及
び
法
律
の
留
保
の
法
理
に
よ
っ

て
設
開
閉
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
第
三
に
自
由
裁
量
の
筒
国
内

{こ νε
)jft 、
し~~ミ
ての

均 塑
ゐ三<1，
主主 ム今、
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れ
、
こ
の

mm純
な
促
立
川
リ
原
則
た
る
公
益
原
則
を
法
律
上
の
原
刈
と
し
こ

れ
に
違
反
す
る
庭
分
を
遣
法
な
ら
し
む
る
こ
と
に
、
寅
定
法
上
の
平
等
の

原
則
が
濁
立
の
原
理
た
る
唯
一
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
。
要
す
る
に
法
賞

詮
主
義
に
立
つ
教
授
に
従
へ
ば
、
従
来
の
掲
逸
の
墜
設
が
ワ
イ
マ

1
ル
憲

法
第
一

O
九
僚
を
無
用
の
規
定
と
せ
る
の
と
同
誌
の
結
論
に
到
達
す
る
の

で
占
め
る
。

「
自
由
裁
量
に
閲
す
る
疑
問
一
(
一
一
一
定
M
l
)

庭
分
の
回
別
に
つ
き
、
法
が
底
分
の
要
件
と
し
て
掲
げ
る
目
的
の
性
質
に

よ
る
堅
説
と
専
ら
底
分
自
身
の
性
質
に
よ
る
準
設
が
あ
る
が
、
教
授
の
立

場
は
後
の
穆
訟
に
多
く
の
疑
問
を
抱
か
し
め
、
殊
に
こ
の
区
別
が
行
政
裁

判
所
の
権
限
に
つ
才
賃
貸
ふ
め
る
結
果
、
そ
の
権
限
に
属
せ
ざ
る
底
分
と
白

白
白
裁
量
底
分
と
覇
束

由
裁
量
の
慮
分
を
混
同
す
る
庭
あ
る
こ
と
営
指
摘
さ
れ
る
。
教
授
に
よ
れ

ば
庭
分
を
拘
束
す
る
法
に
は
成
文
法
及
び
慣
習
法
の
他
に
僚
理
法
が
含
ま

れ
る
。
こ
れ
は
法
質
詮
主
義
と
矛
盾
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
僚
理
法
は

制
定
法
の
文
一
三
口
の
背
後
に
密
着
し
て
ゐ
る
立
法
者
の
歎
一
示
の
意
思
(
ト
臥
)

に
他
な
ら
な
い
。
次
に
か
か
る
法
の
拘
束
に
つ
き
、
法
の
規
定
が
慮
分
の

要
件
及
び
内
容
を
一
義
的
に
限
定
す
る
場
合
は
開
聞
か
に
議
束
底
分
で
る
り

又
法
律
の
授
楼
な
き
限
り
法
律
の
留
保
の
範
圏
外
に
鈴
い
て
も
借
地
分
は
不



可
能
で
φ

め
る
か
ら
問
題
を
生
ぜ
ざ
る
も
の
と
解
さ
れ
必
但
同
慮
分
の
要
件
・

内
容
及
び
底
分
を
行
ふ
べ
ぎ
や
否
の
ご
一
姑
め
中
で
第
一
黙
及
、
ひ
第
ご
一
知
に

全
然
規
定
な
お
か
ず
或
は
規
定
が
不
確
定
概
念
を
以
て
指
定
さ
れ
る
場
合

そ
被
討
さ
れ
る
。
先
、
つ
賓
定
法
hr
重
視
さ
れ
る
織
田
博
士
そ
の
他
が
法
の
4

規
定
な
き
場
合
そ
自
由
裁
量
と
し
、
叉
法
の
掲

r、
る
要
件
の
存
在
す
る
場

ム
口
に
必
ず
法
の
定
む
る
底
分
を
属
す
を
要
す
と
す
る
、
主
張
に
繋
成
さ
れ
、

た
だ
不
確
定
概
念
に
よ
る
指
定
の
中
で
所
謂
終
局
目
的
を
掲
ケ
る
に
止
ま

る
場
合
を
自
向
裁
量
と
す
る
の
に
反
針
し
、
終
局
目
的
と
中
間
目
的
の
差

異
は
程
度
の
問
題
に
止
ま
り
共
に
薦
夜
底
分
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
次

に
底
分
が
人
民
の
樫
利
そ
侵
し
義
務
を
命
ず
る
や
石
に
よ
り
自
由
裁
且
凡
な

り
や
石
を
読
別
す
る
墜
読
に
聾
し
て
は
、
行
政
訴
↓
訟
の
一
提
起
に
閲
し
て
控

利
鼓
損
と
底
分
の
違
法
が
別
個
の
要
件
た
る
こ
と
ケ
看
過
せ
る
疑
あ
り
と

し
、
叉
情
的
利
を
侵
し
義
務
を
命
ず
る
底
分
が
公
益
上
必
要
な
る
場
合
に
限

り
且
つ
公
盆
上
必
要
な
る
限
度
に
止
ま
る
か
↓
要
す
る
回
日
の
係
理
法
は
そ
の

存
在
に
つ
き
疑
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
保
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
公
盆
上
必

要
あ
る
場
合
に
必
ず
庭
分
を
な
す
べ
ぐ
旦
っ
そ
の
庖
分
が
必
ず
公
盆
上
必

要
な
る
限
度
に
及
ぶ
べ
き
こ
と
を
意
味
せ
ぎ
る
限
り
、
そ
れ
は
裁
量
擦
の

限
界
に
止
ま
り
自
由
裁
量
た
る
と
と
を
否
定
す
る
も
の
に
非
ず
と
し
て
反

叫
制
さ
れ
る
。

85 

「
日
公
法
上
に
於
け
る
契
約
の
可
能
及
不
自
由
」
(
一
一
む
一
知
l
l
)

告
づ
契

書

百三

約
の
雨
営
事
者
が
法
律
上
針
等
の
決
定
樫
を
有
す
べ
舎
こ
と
は
現
在
の
私

法
が
契
約
に
拘
束
力
を
認
め
る
所
以
が
営
事
者
の
自
由
意
思
の
決
定
に
よ

り
蛍
該
妓
果
の
明
来
を
欲
す
る
に
あ
る
震
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
私
法

が
契
約
自
由
を
認
め
た
偶
然
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
契
約
の
不
自
由
を
原

則
と
す
る
公
法
で
は
格
別
顧
慮
す
る
必
要
な
し
と
さ
れ
る
。
弐
に
公
法
上

に
於
け
る
契
約
の
可
能
を
理
論
上
認
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
ブ
ル
グ
ハ
ル

ト
が
一
公
法
の
強
行
性
を
以
て
契
約
を
不
可
能
と
す
る
に
劃
し
て
は
、
強
行

法
は
自
由
載
量
の
限
界
や
一
定
め
る
が
必
ず
し
も
そ
の
限
界
内
に
て
皆
事
者

の
選
揮
の
自
由
を
否
定
す
る
も
の
に
非
ず
と
す
る
。
叉
マ
イ
ヤ
ー
が
公
法

上
の
契
約
を
解
し
て
法
律
の
留
保
の
範
閏
で
候
け
た
る
法
律
の
静
穫
を
蛍

事
者
の
同
意
を
以
て
補
充
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
同
意
は
契
約
の

申
込
又
は
承
諾
の
如
き
直
接
法
作
数
果
そ
護
生
せ
し
む
る
簡
の
も
の
で
な

〈
、
行
政
権
に
針
す
る
憲
法
上
の
制
限
を
除
去
し
行
政
行
信
を
摘
一
法
な
ら

し
む
る
も
の
に
過
ぎ
ず
と
す
る
に
謝
し
て
は
、
立
法
者
と
し
て
の
園
家
意

思
の
一
般
的
優
越
性
か
ら
直
に
行
政
者
と
し
て
の
園
の
行
政
行
痛
の
優
越

性
を
即
'
断
せ
る
も
の
で
、
行
政
行
借
地
に
よ
り
人
民
を
一
方
的
に
拘
束
す
る

力
は
特
に
法
律
の
認
め
た
る
筒
閏
に
限
る
べ
く
、
そ
の
以
外
で
は
行
政
者

た
る
闘
家
が
人
民
と
針
等
の
地
伎
に
、
み
る
と
さ
れ
る
。
更
に
公
法
上
で
は

契
約
は
自
由
な
ら
ず
と
論
じ
、
そ
の
理
由
と
し
て
第
一
に
法
律
の
留
保
の

自
国
で
も
相
手
方
た
る
人
民
の
同
意
を
以
て
法
律
の
帯
躍
に
代
ふ
る
を
得

85 
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修
一
抗

る
も
の
と
す
る
マ
イ
ヤ
l
の
設
に
反
針
し
、
こ
の
同
意
と
立
法
に
到
す
る

協
繋
が
附
買
を
具
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
民
の
同
意
が
有
放
た
る
岱
に

れは
7袋

第 V;;

正罪
法上
律そ
円ノ 0) 

間交t
f呆 月4
l~ 0) 
外 y
0) 行手

安京
足許
も容
行さ
政れ
tJe 1-こ
示る
ハ」

;民与
とを?

の要
閉す
にと
法さ

律
闘
係
?
形
成
し
得
る
の
は
法
律
の
明
示
の
務
権
あ
る
場
合
に
限
る
と
さ

れ
る
。
な
ほ
こ
の
最
後
の
賂
は
反
軒
読
に
於
い
て
も
人
民
に
釣
し
楼
利
を

設
定
し
或
は
複
利
・
自
由
の
制
限
を
撤
去
す
る
行
信
が
必
ず
し
も
行
政
権

の
自
由
に
属
す
る
も
の
と
せ
ざ
る
に
徴
し
て
も
聞
か
で
、
教
授
は
こ
れ
党

法
治
主
義
の
首
然
の
婦
結
と
さ
れ
る
。

「
先
決
問
題
の
観
念
」
(
信
一
司
)
こ
こ
で
は
先
決
問
題
の
稀
珂
恨
の
打

無
が
本
索
に
闘
す
る
司
法
裁
判
所
の
権
限
の
問
題
と
具
る
こ
と
そ
指
摘
さ

れ
る
。
前
者
は
詰
求
が
理
由
中
山
り
や
石
の
問
題
に
嵐
し
、
後
者
は
訴
訟
が

適
法
な
り
や
夜
に
闘
す
る
。
訴
訟
の
迂
同
す
な
は
ち
刊
誌
的
民
事
事
件
に

於
い
て
そ
れ
が
先
決
問
題
た
る
行
政
底
分
の
遜
法
性
又
は
行
政
法
附
係
の

存
来
日
ゼ
争
ふ
も
の
と
し
て
却
下
ぜ
る
判
決
は
誤
で
あ
っ
て
、
訴
訟
が
週
法

す
な
は
ち
民
事
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
や
行
は
専
ら
本
業
の
竹
買
に
よ

っ
て
定
ま
る
。
弐
に
先
決
問
題
の
取
扱
に
つ
き
、
第
一
に
先
決
問
胞
が
起

る
と
き
は
本
実
に
つ
い
て
も
無
構
限
と
な
り
訴
必
そ
却
下
す
べ
し
と
す
る

制
度
は
有
の
如
く
不
合
理
で
あ
る
。
第
二
口
仰
法
の

'V史
の
憲
法
的
保
昨

に
於
け
る
如
く
、
行
政
権
の
許
可
が
訴
を
摘
一
法
な
ら
し
む
る
に
止
ま
り
、
許

可
あ
る
と
ぎ
は
先
決
問
題
に
つ
い
て
も
本
案
の
裁
判
所
が
自
由
に
判
断
出

来
る
制
度
も
あ
る
。
第
一
一
一
に
我
が
河
川
法

3
1
3
)の
如
〈
行
政
裁
判
が
本

ふ
た
の
訴
訟
の
沼
法
要
件
た
る
と
同
時
に
先
決
問
題
の
判
断
に
つ
き
本
案
裁

判
所
を
拘
束
す
る
も
の
が
あ
り
、
第
四
に
仰
法
に
於
け
る
如
く
、
民
事
裁

判
所
は
本
案
を
誼
法
に
受
理
す
る
が
、
先
決
問
題
の
審
理
に
つ
い
て
は
無

権
限
で
あ
っ
て
行
政
裁
判
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
す
る
制
度
が
あ
る
。
第

五
に
濁
法
及
び
我
が
行
政
裁
判
法
(
紅
九
)
の
前
提
ず
る
如
く
、
本
案
を
管

轄
す
る
民
事
裁
判
所
が
先
決
問
題
の
審
理
構
を
も
存
す
る
制
度
が
あ
る
。
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ナ長
る後:
と ♂〉

tr- 場
l土合
民に
予.r~ 1Í~ 
裁い
判て
所も
はうと
13 決
然問
に旭
市j に
約っ
さ fr
れ行
る政
治:儲
、 0)

そ決
の定
先が
決玩
聞 に
題存
のどE

は審
こ 理
;hは
に本
及 索
ば抑
t.r ~ 
口 の
か 理
ム出
1 と

模土
方角
7J え

さiL
qノる
理o'i

論 t
，~品

反ぎ
す ず
る剖
も 決
のの
で 既
は到
な 力

「
司
法
裁
判
所
の
先
決
問
題
審
理
擢
」
(
佃
ト
頭
)
こ
こ
で
は
先
決
問

題
に
つ
き
行
政
際
の
決
定
が
存
在
す
る
場
合
、
ず
な
は
ち
先
決
問
題
が
行

政
行
局
た
る
か
或
は
先
決
問
題
た
る
事
項
に
つ
き
行
政
裁
判
が
下
さ
れ
た

る
場
合
を
論
ず
る
。
査
し
先
決
問
題
の
針
象
が
行
政
機
闘
の
事
賞
作
用
た

る
と
な
文
は
行
政
機
闘
の
作
用
以
外
の
事
賓
た
る
と
ぎ
と
具
り
、
行
政
聴

の
判
断
が
司
法
裁
判
所
を
拘
束
す
る
か
一
合
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

但
し
先
決
問
題
の
内
容
が
た
だ
行
政
行
震
の
存
否
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ



が
存
在
す
る
以
上
内
容
に
立
入
っ
て
審
理
す
る
を
得
ず
又
審
理
の
要
な
き

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
か
ら
、
問
題
は
主
と
し
て
先
決
問
題
の
内
容
が
行
政

行
篤
の
内
容
に
ゐ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
第
一
に
こ
の
場
合
に
司
法
裁
判

所
に
審
理
樺
な
き
こ
と
、
ず
な
は
ち
行
政
行
宿
の
確
定
効
果
を
認
め
る
根

操
は
、
確
定
力
の
法
理
で
は
な
ぐ
機
闘
の
樺
限
の
分
立
よ
り
生
ず
る
機
闘

の
相
互
拘
束
の
原
則
と
す
る
。
第
二
に
無
数
な
る
行
政
行
箆
に
確
定
数
回
収

な
し
と
す
る
に
反
封
さ
れ
、
司
法
裁
判
所
が
自
己
の
判
断
を
以
て
こ
れ
を

無
効
と
す
る
こ
と
は
、
有
数
要
件
の
存
召
に
闘
す
る
行
政
憾
の
認
定
を
覆

す
も
の
で
あ
り
、
日
っ
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
有
数
と
し
て
活
用
せ
る
行
政

行
篇
の
通
用
カ
ケ
失
は
し
む
る
も
の
で
車
な
る
確
認
で
は
な
い
か
ら
、
司

法
と
行
政
の
間
の
権
力
分
立
に
紙
調
す
る
と
さ
れ
る
。

「
道
路
隣
地
者
の
求
償
権
一

(
4
4
一
計
)
誼
路
に
隣
接
せ
る
土
地
の
所

有
者
が
道
路
の
陵
止
又
は
嬰
更
に
、
首
り
道
路
主
位
に
針
し
て
損
害
の
撲
補

を
要
求
し
得
る
こ
と
は
濁
逸
の
判
例
の
認
め
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
根
按

に
闘
し
て
或
は
払
法
の
相
隣
構
の
規
定
古
語
用
し
、
或
は
黙
示
の
地
役
擢

設
定
契
約
十
方
く
は
特
別
の
保
障
契
約
あ
り
と
し
、

ιw
ぺ
は
法
定
地
役
樺
あ
り
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と
す
る
の
は
何
れ
も
誤
で
あ
っ
て
、
道
路
主
岨
胞
の
行
簡
は
不
法
行
自
で
な

く
、
隣
地
者
の
道
路
利
用
の
樫
能
は
自
由
使
用
に
属
し
て
特
別
の
模
利
で

は
な
く
、
叉
単
純
な
る
私
法
関
係
で
も
な
い
。
マ
イ
ャ
ー
は
一
公
法
上
の
担

失
補
償
の
理
論
を
以
て
む
れ
守
説
明
し
、
画
家
権
力
が
個
人
に
特
別
の
損

書

評

失
JP
一
加
へ
た
る
場
合
に
こ
れ
を
補
償
す
る
こ
と
が
特
別
負
捨
を
一
般
負
携

に
柑
開
化
し
て
不
公
平
を
除
く
も
の
と
い
ふ
。
け
れ
ど
も
こ
の
黙
に
闘
し
濁

逸
に
は
各
邦
の
特
別
な
る
法
律
の
他
に
は
一
般
的
な
賓
定
法
な
く
叉
正
義

及
び
公
平
の
要
求
は
蛍
然
に
は
賞
定
法
た
る
殺
力
が
な
い
か
ら
、
一
般
に

は
隣
地
者
の
求
償
権
を
ahリ
定
す
る
他
な
し
と
さ
れ
る
。
な
ほ
我
、
が
資
定
法

で
は
こ
れ
を
認
、
む
る
規
定
な
く
、
又
行
政
裁
判
法
(
ト
六
)
に
よ
り
判
例
も

期
待
出
来
な
い
か
ら
、
立
法
論
の
他
に
は
問
題
た
り
得
な
い
と
ず
る
。

一
既
得
擢
の
理
論
」
(
一
仁
一
頭
〕
個
人
の
既
得
権
が
園
権
を
以
て
侵

す
を
得
ず
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
れ
を
侵
し
た
る
と
き
常
に
滝
法
と
し

て
闘
家
の
責
任
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
夙
に
ロ
ー
マ
法
の
解
穣

に
於
い
て
中
世
グ
ロ
サ
ト
l
ル
が
主
張
し
、
近
陀
自
然
法
iV」
通
じ
て
前
世

紀
に
至
り
し
も
の
で
、
そ
の
聞
の
準
設
を
制
介
さ
れ
る
。
弐
に
教
授
は
第

一
に
師
得
権
と
そ
の
他
の
権
利
の
区
別
を
否
定
す
る
。
こ
の
ぼ
別
は
既
得

擦
の
基
慌
た
る
特
別
の
取
得
原
悶
に
求
め
ら
れ
る
が
、
ず
へ
て
機
利
は
法

及
び
一
定
の
要
件
に
基
づ
く
も
の
で
、
岡
家
と
の
契
約
に
基
づ
く
権
利
、

個
人

ο意
思
行
活
に
基
づ
く
模
利
或
は
法
と
の
間
に
何
等
か
の
要
件
の
介

在
す
る
樫
利
の
み
を
既
得
権
と
し
、
殊
に
直
接
法
の
呉
ふ
る
権
利
を
既
得

権
に
非
ず
と
す
る
の
は
、
何
れ
も
格
別
の
理
由
が
な
い
と
断
ず
る
。
第
二

に
既
得
権
不
可
侵
の
原
則
の
根
操
は
、
模
利
の
保
護
そ
闘
家
の
最
高
の
任

務
と
し
、
或
は
人
の
人
た
る
生
存
を
全
く
す
る
穏
に
不
可
紋
の
権
利
な
る
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或
は
間
家
を
無
関
係
な
る
闘
家
以
外
の
樫
利
な
る
篤
と
す
る

等
、
何
れ
も
自
然
法
的
色
彰
を
も
つ
も
の
で
、
教
授
は
こ
れ
に
反
針
し
、

篤
と
し
、

園
家
を
隣
れ
て
は
法
も
な
く
権
利
も
な
し
と
さ
れ
る
。
第
一
一
一
に
既
得
権
の

理
論
は
公
盆
と
私
権
と
の
遊
く
べ
か
ら
ざ
る
衝
突
を
国
家
の
自
存
権
叉
は

緊
念
縫
に
求
め
る
が
、
こ
れ
に
針
し
て
も
.
艮
糾
問
さ
れ
、
園
棒
高
能
の
一
時
代

で
は
法
律
又
は
法
律
に
基
づ
〈
行
政
に
謝
し
て
そ
の
濁
立
の
存
在
を
主
張

し
得
べ
き
棲
利
な
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
，
警
察
の
観
念
」
(
一
一
一
白
一
一
一
頭

J

警
察
の
観
念
は
近
世
に
至
っ
て
制
限

を
加
へ
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
司
法
・
外
政
・
軍
政
・
財
政
が
こ
れ
か
ら
分

隊
せ
る
こ
と
は
啓
察
の
内
容
の
蹴
献
に
逝
ぎ
な
い
が
、
こ
の
間
念
を
保
安

目
的
の
作
用
に
限
定
せ
る
こ
と
は
同
時
に
園
家
の
作
用
自
鐙
の
誠
縮
を
意

味
し

b
h
.
の
警
察
の
職
務
に
闘
す
る
規
定
も
踊
利
警
察
の
存
在
を
石

認
す
る
も
の
で
る
っ
た
。
け
れ
ど
も
か
か
る
警
察
観
念
は
腎
蒙
的
自
然
法

思
想
に
基
づ
〈
園
家
目
的
限
定
の
歴
史
的
所
産
に
他
な
ら
ず
、
現
代
の
貿

定
法
蔦
能
の
下
で
は
そ
の
本
来
の
意
義
を
失
っ
て
た
だ
特
別
の
授
擢
な
き

限
り
警
察
が
保
安
目
的
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
止
ま
り
、
特
別
の
授
槽
に

よ
る
強
制
作
用
を
嘗
察
の
観
念
よ
り
除
外
す
る
理
由
が
な
い
。
我
が
行
政

警
察
規
則
の
規
定
も
か
か
る
特
別
の
援
擢
を
禁
止
す
る
力
な
く
、
警
祭
の

観
念
は
我
が
法
制
で
も
保
安
目
的
に
限
定
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
。

「
警
察
権
の
限
界
」
(
一
一
叩
一
一
一
期
斗

警
察
権
の
根
擦
が
明
文
の
法
規
に

-
ら
り
、
叉
警
察
の
観
念
が
賓
定
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
の
に
反
し
て
、
警

沼
市
楼
の
限
界
は
保
理
又
は
理
法
に
よ
る
と
い
は
れ
る
か
ら
、
別
個
の
議
論

な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
自
然
法
的
警
察
論
が
保
安
目
的
の
範
圏
内
で
園
家
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は
蛍
然
に
命
令
強
制
を
行
ひ
得
る
も
の
と
し
て
こ
れ
等
の
問
題
を
混
同
す

る
こ
と
に
反
針
さ
れ
る
。
次
に
マ
イ
ヤ
ー
が
磐
田
察
擢
の
限
界
を
白
然
法

的
思
想
に
基
づ
〈
各
人
の
先
天
的
義
務
の
闇
念
に
求
め
た
こ
と
に
反
針
さ

れ
、
園
民
の
警
察
義
務
或
は
自
由
は
す
べ
て
園
の
賢
定
法
の
所
産
で
あ

り
、
所
謂
先
天
的
義
務
ど
臨
も
質
定
法
の
疫
擢
に
伴
は
ざ
れ
ば
法
的
力
な

ぎ
こ
と
を
切
か
に
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
義
務
を
〉
ど
り
の
警
察
目
的
に

必
要
な
る
限
度
或
は
我
が
憲
法
第
九
僚
に
所
訂
必
要
の
字
句
の
如
き
賞
定

法
の
規
定
に
求
む
る
こ
と
を
誤
と
さ
れ
、
か
か
る
賓
定
法
は
特
別
の
授
擢

の
場
合
に
及
ば
ぎ
る
の
み
な
ら
ず
、
警
察
目
的
上
必
要
な
る
底
分
が
必
ず

し
も
警
察
権
の
限
界
内
の
庭
分
た
ら
ず
と
い
は
れ
る
。
叉
憲
法
の
保
障
す

る
園
民
の
自
由
の
本
質
か
ら
先
天
的
義
務
を
寅
定
法
上
の
義
務
と
論
ず
る

訟
に
針
し
て
は
、
憲
法
の
規
定
が
我
が
憲
法
第
二
八
僚
の
如
く
立
法
穣
を

制
約
す
る
場
合
は
格
別
、
単
純
な
る
法
律
の
留
保
の
規
定
で
は
た
だ
法
律

に
よ
る
こ
と
す
な
は
ち
自
由
の
侵
害
形
式
に
閲
す
る
保
障
に
止
ま
り
、
話
作

品
古
内
容
が
底
分
の
目
的
上
必
要
な
る
限
度
に
止
ま
る
べ
し
と
す
る
保
障
を

含
ま
ざ
る
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
要
す
る
に
教
授
は
警
察
権
の
限
界

た
る
僚
理
法
を
疑
問
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
佐
々
木
博
士
が
法
賃
設
、
王



義
一
・
に
立
た
れ
る
に
拘
は
ら
ず
警
察
権
の
限
界
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
矛
盾

な
り
と
し
、
渡
遺
博
士
が
こ
の
限
界
を
越
ゆ
る
庭
分
も
蛍
然
に
は
遣
法
な

ら
ず
と
さ
れ
る
の
に
賛
成
(
?
)
さ
れ
る
や
う
に
見
え
る
。

「
警
察
と
補
償
」
(
一
一
笠
間
J

先
づ
警
察
楼
の
誤
用
が
立
法
者
の
漁

見
し
且
つ
容
認
せ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
範
園
で
は
、
不
法
行
肩
上
の
損

害
賠
償
守
遁
法
行
鰐
に
基
づ
〈
損
失
補
償
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、

教
授
は
こ
れ
を
法
の
明
文
が
認
め
ざ
る
行
局
乃
至
損
失
な
る
故
に
不
法
行

篤
に
ス
れ
る
の
を
五
営
と
さ
れ
、
叉
法
律
の
範
間
外
の
作
用
で
し
か
も
也

法
と
認
め
ら
れ
る
園
家
緊
念
榛
の
設
勤
の
場
合
は
自
然
法
上
の
既
得
樺
を

認
め
ず
闘
穫
の
蔦
能
が
確
立
さ
れ
た
現
代
で
は
成
立
し
な
い
か
ら
、
何
れ

も
問
題
の
外
に
除
か
れ
る
。
・
次
に
本
論
に
於
い
て
、
通
読
が
ん
堅
一
【
察
以
外
の

作
用
に
よ
る
損
失
が
特
定
人
に
特
別
の
も
の
な
る
と
き
同
家
の
補
償
を
認

む
る
に
拘
は
ら
ず
、
紘
一
目
察
に
つ
き
こ
れ
を
木
口
{
一
比
す
る
こ
と
に
反
針
さ
れ
る
。

蓋
し
警
察
上
の
限
界
の
み
が
私
権
に
内
在
す
る
先
天
的
限
界
と
す
る
根
按

な
く
、
一
切
の
行
政
作
用
は
そ
れ
が
誼
法
な
る
限
り
楼
利
に
謝
す
る
法
的

制
限
の
賓
現
と
解
す
べ
く
、
結
局
遇
設
は
治
安
の
維
持
の
み
を
園
家
本
来

の
目
的
と
す
る
啓
蒙
的
自
然
法
の
岡
家
間
に
よ
る
と
解
す
る
他
は
な
い
か

ら
で
φ

める。

. 
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「
公
物
の
所
有
権
」
(
一
一
一
詰
闇
i
)

公
物
管
躍
の
権
能
が
公
物
主
位
の

公
物
に
つ
い
て
有
す
る
私
権
と
は
別
の
一
般
統
治
権
の
作
用
で
あ
っ
て
、

ミ聾

評

と
の
私
権
は
公
用
開
始
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
の
に
過
ぎ
ぎ
る
か
、
或
は
公

物
管
理
の
権
能
も
公
所
有
樺
の
効
果
に
他
な
ら
ず
公
物
に
つ
ぎ
私
法
の
遁

用
を
全
然
排
斥
す
べ
な
に
か
を
、
語
家
の
問
中
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
後
者
に

賛
成
さ
れ
る
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
所
有
樺
の
泳
鐙
た
る
物
の
完
全
な
排
他

的
支
田
模
は
本
来
会
私
の
直
別
な
く
、
た
だ
こ
れ
を
規
律
す
る
法
の
公
私

に
よ
っ
て
所
有
権
に
も
公
私
の
別
を
生
ず
る
も
の
で
、
査
然
公
法
の
規
律

学
」
受
け
る
物
の
支
配
擢
が
公
所
有
権
た
る
は
蛍
然
で
あ
る
。
間
底
設
が
公

物
の
所
有
者
た
る
闘
庫
と
こ
の
所
有
権
に
針
す
る
公
法
上
の
制
限
者
と
し

て
の
本
来
の
園
家
を
野
立
せ
し
め
た
の
に
劃
し
て
、
通
設
は
後
の
本
来
の

閑
家
の
代
り
に
公
物
の
目
的
な
る
観
念
を
お
く
の
で
ら
る
が
、
こ
の
公
法

的
制
限
が
物
の
公
物
と
し
て
の
目
的
ケ
一
全
う
す
る
話
公
物
所
有
樫
は
内
在

す
る
も
の
と
す
れ
ば
公
所
有
権
設
を
r認
め
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、
然
ら
ざ

る
限
り
遁
設
は
闘
庫
訟
に
還
元
さ
る
べ
き
も
の
で
占
め
る
と
解
さ
れ
る
。

、シ
" 

本
書
を
一
語
し
て
惑
を
深
く
す
る
と
と
は
、
教
授
が
法
賓
詮
主
義
(
討
中

5
2
H
V
2
2広
三
自
己
国
)
の
立
場
を
堅
持
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
行
政
法
・
の

理
論
は
多
く
の
賂
で
自
然
法
的
色
惨
を
帯
び
、
質
定
法
の
規
定
-
|
1
少
く

と
も
そ
の
字
句
ー
ー
の
み
を
以
て
は
理
解
に
困
難
な
る
も
の
が
少
く
な

い
。
教
授
は
か
か
る
理
論
の
基
礎
を
確
か
め
、
そ
の
安
蛍
の
範
閏
を
明
か

に
せ
ん
と
試
み
ら
れ
る
が
(
草
取
)
、
そ
の
結
果
は
自
然
法
理
論
の
一
掃
を
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企
固
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

教
授
の
法
貨
誰
主
義
は
就
中
、
質
定
法
秩
序
に
於
い
て
上
位
の
法
問
に

従
ふ
こ
と
ポ
民
主
刊
日
二
致
す
る
こ
と
と
し
、
法
律
の
留
保
の
結
問
外
に
て

も
宵
定
法
の
疫
悔
な
キ
限
h

り
底
分
も
日
公
法
上
の
契
約
も
不
可
能
と
し
、
法
・

の
掲
ぐ
る
要
件
の
存
在
す
る
場
合
に
必
ず
法
の
定
む
る
底
分
を
な
す
を
要

し
、
先
天
的
な
警
察
義
務
を
否
定
し
J

更
に
人
民
の
樫
利
を
制
限
し
義
人
材

わ
正
課
す
る
庵
分
が
特
に
法
律
の
根
持
を
要
し
日
つ
震
実
底
分
な
る
こ
と
を

再
認
さ
れ
る
場
今
に
著
し
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
平
等
の
原
則
及
び
既

得
権
の
理
論
そ
行
政
決
勝
十
か
ら
幅
一
巡
し
、
↓
公
法
上
の
揖
失
補
償
・
裁
量
の

曝
東
・
公
法
上
の
契
約
は
笥
定
法
の
児
定
ず
る
限
度
で
認
め
ム
れ
る
に
泊

ぎ
ず
、
唯
一
円
察
機
の
限
界
J
h

立
法
・
僚
の
制
約
を
合
む
内
白
樺
の
憲
法
規
定
の

中
に
辛
う
じ
て
寅
定
法
上
の
安
蛍
性
を
も
つ
に
止
ま
る
。

と
れ
等
の
結
に
つ
ぎ
私
の
所
感
を
法
ぶ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

法
貫
諮
主
義
は
園
家
或
は
憲
法
の

E
常
な
る
所
以
を
説
明
し
得
J
J
-

る
の
み

な
ら
ず
|
|
!
そ
れ
は
超
宣
定
的
な
課
題
と
し
て
法
律
墜
の
商
閣
外
に
お
か

れ
る
と
し
て
も
|

1
憲
法
の
規
定
す
る
法
治
、
主
義
そ
の
も
の
が
す
一
法
機
碕

能
の
下
に
形
式
化
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
公
決
阜
の
聞
心
は
主
と
し
て
資
定

法
規
の
定
立
と
そ
の
油
用
の
医
別
に
集
中
せ
ら
れ
‘
正
義
・
各
積
の
サ
一
界
閣

の
如
今
宵
質
的
な
概
念
は
一
般
に
そ
の
規
範
主
義
(
冗
3
5
p広
三
百
ヨ
る

に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
る
。
ぞ
れ
は
そ
の
故
に
相
針
主
義
(
児
⑦
互
守
E
E
Z
)

マ
~
は
不
可
知
論
(
人
目
喝
さ
え
た
HaEg)
と
も
い
へ
ょ
う
。
け
れ
ど
も
園
家
放

90 

び
に
資
定
法
は
丙
接
侵
値
と
閲
聯
ぜ
し
め
な
け
れ
ば
、
と
れ
を
歴
史
的
所

町
一
と
し
て

E
P川
に
理
慌
し
得
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
回
ょ
っ
と
の
侵

山
叫
に
は
十
チ
ス
に
於
け
る
如
き
民
族
協
同
日
間
胞
の
理
念
も
あ
り
、
叉
山
首
実
的

肉
然
法
の
法
品
川
閑
思
想
も
あ
り
、
そ
の
他
各
種
の
世
界
観
が
考
へ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
が
法
律
濯
に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
の
は
特
定
祉
舎
の
賓
定
法
秩

序
の
凌
生
す
る
地
盤
で
あ
り
、
震
定
法
の
睦
系
が
前
提
す
る
浩
一
理
念
た
る

場
合
で
あ
る
。
数
境
は
屡
宅
待
実
的
自
然
法
思
想
の
時
代
は
終
末
そ
昔
、
け

現
代
は
同
出
尚
南
能
の
時
代
な
り
と
い
は
れ
る
が
、
法
官
詮
令
一
義
の
立
場
で

は
か
ぐ
間
定
ヤ
る
こ
と
白
位
が
不
可
能
な
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ピ
か
も

平
等
の
原
則
に
就
い
て
教
授
向
身
も
指
摘
さ
れ
た
や
う
に
、
濁
逸
で
は
玩

に
ワ
イ
マ

1
ル
末
期
に
於
い
て
か
か
る
法
賓
詩
、
主
義
に
資
し
強
ぎ
毘
封
が

生
じ
、
更
に
ナ
チ
ス
に
至
つ
て
は
根
本
的
に
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
事
賓
を
如

何
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
等
の
熟
は
別
の
機
舎
に
述
べ
た
と

こ
ろ
に
護
る
(
凱
コ
一
両
担
当
一
同
一
昨
…
則
的
一
鉱
山
」
話
一
一
語
一
-
琳
)
。
従
っ
て
我
が
憲

法
の
解
揮
に
営
つ
て
は
、
人
民
に
義
務
を
諜
し
樺
利
を
制
限
す
る
行
政
作

用
に
つ
い
て
特
に
法
司
律
の
根
操
を
要
ず
る
旨
の
法
治
主
義
が
賓
定
法
の
範

聞
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
(
腕
酌
γ
締
4
1一
一
郡
山
雪
印
税
謹
一
一
一
嗣
)
、

叉
公
物
の
所
者
楼
に
つ
い
て
も
我
が
法
制
の
燭
法
的
性
絡
か
ら
私
法
的
所

有
槽
そ
認
む
べ
き
も
の
と
考
へ
る
(
腕

m
y一
明
日
一
臨
ん
一
指
針
一
問
崎
一
戸
時
)
。



し
か
し
な
が
ら
本
警
が
行
政
法
濯
の
根
本
問
題
に
つ
念
、
頗
る
明
快
に

批
判
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
教
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
多
き
こ
と
い
ふ
話
も
な

ぃ
。
就
中
自
由
裁
量
の
問
題
と
行
政
裁
判
所
の
権
限
と
を
一
陸
別
個
の
問

題
と
し
、
裁
量
の
限
界
と
整
最
の
沢
口
定
も
亦
区
別
さ
る
べ
さ
も
の
と
し
、

訴
が
語
法
な
り
や
f
h

円
は
専
ら
本
案
の
性
質
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
と
し
、

警
察
様
の
限
界
論
を
警
察
の
観
念
論
及
び
根
接
論
と
呉
る
も
の
と
さ
れ
る

が
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
。
終
に
紙
数
の
制
限
の
矯
に
木
書
の
全
貌
を
博
へ

る
こ
と
が
出
来
ず
、
叉
粗
雑
な
る
所
感
に
よ
っ
て
憧
を
失
し
た
る
こ
と
は
、

教
授
の
御
寛
恕
を
誇
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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